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■「産農人」とは農作物をつくるだけでなく、市場ニーズを理解し流通させることのできるマーケットセンスを持った新しい農業人を表す造語。
　 横須賀商工会議所と地域の農家・加工業者・飲食店・メーカーが一丸となって、将来の農業を担う有用な人材の育成に取り組んでいます

アドバイザーの
下澤敏也さん

素材の味しっかり
加工場を提供して、商品化のお手
伝いをしました。生徒らが熱心か
つ意欲的に取り組み、想像以上の
仕上がりに。スイーツ2種は1月15
日から市役所地下1階「横須賀セ
ントラルキッチン」で販売します。

　三
浦
初
声
高
校
都
市
農
業
科
の
生
徒
６
人
が
参
加
し
て
い
る
「
産
農
人
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
11
月
末
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
用
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
３
品
（
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
、
グ
ラ
タ
ン
、
羊
羹
）
を
発
表
し
た
。
レ
シ
ピ
開
発
か
ら
調
理
ま
で
、
メ

ン
バ
ー
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
。
１
月
か
ら
販
売
に
乗
り
出
す
。

　メ
ン
バ
ー
は
、
農
作
物
の

生
産
─
加
工
─
流
通
販
売
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
「
６
次

産
業
化
」
を
学
ん
で
い
る
。

若
手
農
家
や
飲
食
事
業
者
が

指
導
役
を
務
め
、
横
須
賀
商

工
会
議
所
が
取
り
組
み
全
体

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い

る
。　３

期
目
と
な
っ
た
今
期

は
、
加
工
食
品
の
商
品
開
発

に
注
力
。
夏
に
収
穫
し
た

「
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
か
ぼ

ち
ゃ
」
を
用
い
た
料
理
と
デ

ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に

取
り
掛
か
り
、
２
カ
月
か
け

て
仕
上
げ
た
。

　「
ま
ず
は
素
材
の
特
性
を

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
」
と
い
う
３
年
の
佐
藤
藍

音
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
バ
タ
ー

ナ
ッ
ツ
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
繊
維

質
が
少
な
く
水
分
が
多
い
。

特
長
で
あ
る
ナ
ッ
ツ
の
よ
う

な
風
味
と
バ
タ
ー
の
よ
う
な

コ
ク
を
引
き
出
す
た
め
に
材

料
の
配
合
を
何
回
も
変
え
る

な
ど
し
て
、
満
足
の
い
く
味

に
よ
う
や
く
到
達
し
た
と
い

う
。
こ
の
日
の
試
食
会
で
は

３
品
と
も
高
い
評
価
を
受

け
、
「
プ
ロ
の
味
と
遜
色
な

い
」
「
甘
さ
控
え
め
で
子
ど

も
の
お
や
つ
や
体
重
を
気
に

す
る
人
に
最
適
」
と
い
っ
た

声
が
上
が
っ
た
。

　今
後
は
１
月
に
予
定
し
て

い
る
販
売
に
向
け
て
、
原
価

計
算
な
ど
を
学
び
、
価
格
を

決
定
す
る
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
づ
く
り
、
商
品

Ｐ
Ｒ
に
も
挑
戦
。
６
次
産
業

化
の
実
践
を
積
む
。

左から佐藤藍音さん（羊羹）、長島未歩さん（グラタン）、大沼侑太さん（チーズケーキ）。手掛けた商品を手にして

加
工
食
品
を
つ
く
る
生
産
者

新時代の農業人を育成する「産農人」プロジェクトは、今期6人のメンバーで活動中。
商品開発をメインテーマに捉え、学校の枠を飛び越えた実践型研修を行なっている

「産農人」３期生 “想い”の商品化を実現

6次産業化を応援！
横須賀商工会議所

実社会で活躍「産農人」の現在
い　　ま

齋藤 輝さん荻津 伊吹さん

　今
春
、
社
会
人
と
な
っ
た
「
産
農
人
」
１
期

生
の
齋
藤
輝
さ
ん
と
荻
津
伊
吹
さ
ん
が
、
三
浦

市
農
業
協
同
組
合
で
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。
職

場
を
訪
ね
て
２
人
を
取
材
し
た
。

　齋
藤
さ
ん
は
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、
肥
料

や
農
薬
な
ど
を
扱
う
購
買
部
門
に
勤
務
。
営
農

相
談
や
資
材
購
入
に
訪
れ
る
農
家
の
対
応
に

日
々
奔
走
し
て
い
る
。
朴
訥
な
人
柄
は
社
会
人

に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
週
末
は
実
家
の
畑

仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
。
「
産
農
人
」
の
活

動
で
得
た
の
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」
と
話
す
。
生
産
者
や
事
業
者
と
畑
を
飛
び

出
し
た
活
動
を
山
ほ
ど
経
験
し
た
こ
と
で
農
業

を
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「
農
家
を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
入
組

し
た
荻
津
さ
ん
。
現
在
は
全
国
の
市
場
と
の
取

引
価
格
交
渉
や
出
荷
規
格
の
検
査
な
ど
を
行
う

共
販
部
販
売
推
進
課
で
先
輩
に
学
び
な
が
ら
成

長
し
て
い
る
。
農
家
の
収
入
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
が
主
な
役
割
。
「
責
任
は
大
き
い
が
、
や

り
が
い
も
大
き
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　「
農
業
を
軸
足
に
、
幅
広
い
視
野
を
養
え
る

の
が
『
産
農
人
』
」
と
２
人
の
意
見
は
一
致
。

後
輩
た
ち
が
活
動
を
発
展
・
進
化
さ
せ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。




